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しょう。 

 この受容という概念を身に付けるために学校では話合い

活動を重視していきたいと思います。学習の中で自分の考え

をもち、話し合いに臨む場面を授業の中に設定していくこと

で、人の意見や考えを聞き、自分の考えが深まる経験をたく

さん積んでもらえば、他者を受容することが自然とできるよ

うになります。 

 話合いがケンカになったり、言い争いになったりしてもそ

こから何も生まれないという失敗も経験できます。譲るとこ

ろは譲る、主張することは主張する活動の中で、他者を意識

し、未来に楽しかったり、いい方向に進んだりする経験を授

業の中で大切にしていこうと考えています。 

 この話合い活動には、自分の考えをまずもつことが大切に

なります。自分で考えることの習慣化が未来を創る芽につな

がっていきます。いろいろな意見を聞くことで自分の考えの

深まりを感じる体験も必要です。 

 今年度の校内研究において上記のことを考えつつ授業を

進めることを考えています。相手を大切にするからこそ、素

晴らしい未来が生まれると思います。 

 話し手の話を真剣に聞き、自分の頭の中にある自分の考え

と比べながら聞き、同じ考えの部分、違う考えの部分に分類

し、認められる部分と話合いが必要な部分を見付け、話し合

いをしていく。 

 このようなことが身に付けば、建設的な意見が多くなり、

今後の未来において壁になることに出会ってもみんなで話

し合い、乗り越えることができ、明るい未来が拓けると思い

ます。 

 昨今、国際問題として、戦争、領土問題などが上げられま

す。ある国の利益で戦争が行われ、多くの人の命が奪われて

います。平和の中で暮らしていた人々が、ある日突然ミサイ

ルが飛んできて爆撃を受ける。日頃の生活が急に奪われてし

まうことが起きています。人間の歴史の中で繰り返されてき

たことではあります。 

 なぜ、話合いで解決できないのでしょうか？自分たちの考

えを一方的に主張し、事を起こすように思います。戦争を起

こすことは、お互いにメリットはありません。それなのに起

きてしまう。相手の考えをまずは、受容してみてはどうでし

ょうか。相手を受け入れ、自分たちの考えと比較し、主張し

ていく。その中に歩み寄れるものが出てくると考えます。「聞

く耳をもたない。」という言葉をよく聞きますが、これでは、

お互いの進展は生まれません。先に進む際には、歩み寄りが

大切であり、その中から未来が生まれるのではないでしょう

か。 

 人種差別、ヘイトスピーチにおいても同じようなことが言

えると思います。自分の国、人種と習慣が違う、食べ物が違

うなど違いを受け入れずに起こってしまうものです。違いが

あって当たり前という考えに立つことができればこのような

ことは起きないと考えます。いろいろな人種、国の人たちが

いることで、自分の幅が広がると考えれば、仲良く暮らして

いけるのではないでしょうか。日本も私が小さかったころか

ら比べると、他の国の習慣や食べ物が、身近になってきまし

た。給食もいい例です。今では、世界の国々の料理が給食の

献立には登場します。そして、私たちの食卓に並ぶことも多

くなりました。これらのことから受容の第一歩が始まるので

保健目標 

「歯を大切にしよう」 

「梅雨時の衛生に気をつけよう」 

給食目標 

「衛生に気をつけて食事しよう」 

 

【落とし物について】 

 多くの落とし物が届いています。落とし物は職

員室前の廊下に置いてあります。心当たりのあ

る方はご確認ください。また、持ち物全てに記

名のご協力をお願いします。 

６月の生活目標  

「みんなのことを考えて行動しよう」 
生活指導部 

  

6 月は梅雨の季節です。梅雨の時期は天気が

不安定なため、外遊びが出来ない日も増え、イ

ライラしたり、友達に感情をぶつけてしまった

りすることが起こることが考えられます。 

楽しく充実した学校生活を送るために、自分

のことだけでなく、みんなのことも考えて行動

できるように、いろいろな場面で声かけや支援

をしていきたいと思います。 

 



 

 

 

  始業前 主な行事 

1 水 学級 
委員会活動③ 
色覚４年（希望者） 

2 木 算数 耳鼻科２・４・６年 眼科 

3 金 読書 
安全指導 補習 
PTA 読み聞かせ（1～4 年） 

4 土  浦守稲荷神社祭礼中止 

5 日  浦守稲荷神社祭礼中止 

6 月 全校朝会 
自転車教室３年２・３校時 
補習 

7 火 国語 租税教室６年３校時 

8 水 集会 ４時間授業（小中一貫の会） 

9 木 算数 社会科見学６年 

10 金 読書 
教育実習終 補習 
PTA 読み聞かせ（5，6 年） 

11 土  

土曜授業日＜学校公開日＞ 
道徳授業地区公開講座 
土曜補習① 
地域教育連絡協議会 

12 日    

13 月 全校朝会 都学力調査実施４年  補習 

14 火 国語 
避難訓練（Ｊアラート） 
たてわり班長会 15:30 

15 水 集会 クラブ活動②５年 

16 木 算数 ４時間授業（校内研究授業のため） 

17 金 読書 補習 PTA 読み聞かせ（1,4 年） 

18 土    

19 日    

20 月 全校朝会 水泳指導始 4 時間授業 

21 火 国語   

22 水 集会 
たてわり班２校時 
４時間授業 

23 木 算数   

24 金 読書 
たてわり班長会 15:30 
補習 PTA 読み聞かせ（1,2,5 年） 

25 土    

26 日    

27 月 全校朝会 ４時間授業（校内研究授業のため） 

28 火 
たてわり班長 

あいさつ 

たてわり集会（班長あいさつ） 
※遊びの時間確保のため、昼休み
→掃除の時間を使う 

29 水 国語 クラブ活動③４年 

30 木 算数   

たてわり班活動 
   特別活動部  金森 裕香 

今月から今年度のたてわり班活動が始
まります。６月２２日（水）のたてわり
班活動で顔合わせを行います。校内での
異年齢交流の活動が少ない中、１～６年
生が交流できる貴重な時間になります。
班長を中心に、６年生が最高学年として
リーダーシップを発揮する良い機会とな
ります。１～６年生がたてわり班活動で
の交流を通して仲良く楽しく学び合う機
会としていきます。 

水泳指導 
   体育部  鈴木 耕介  

今年度の水泳指導は６月２０日（月）
から開始となります。密を避けつつ、２
学級ずつ 1 回 2 時間で実施となります。
引き続き感染対策をとりながら指導して
いきます。「命を守る」指導を中心に行い
つつ、実施日数や学年に応じた技術指導
も行っていきます。検定は実施しません。
安全安心な学習活動の実施にご理解とご
協力のほどよろしくお願いします。 
 

「子どもの心サポート月間」 
大田区立学校では、毎年６月・１１月を「子供の心

サポート月間」として、生活意識の調査や面接などを

行い、子どもたちの心に寄り添う指導を進めていきま

す。 

日常の生活態度やご家庭での会話の中などで、学校

生活への不安な様子や気になる状況が見られた場合

は、ぜひ学校にご相談ください。 

６月の行事予定 

令和４年度授業研究 
   研究部  平石 渉 

 昨年度より 2 年間、大田区教育委員会
教育研究推進校として、授業研究を進め
ています。本校の研究テーマは、「未来
を創る芽を育てる、生活科・社会科学習 
～大四小モデルの授業法の模索～」で
す。生活科・社会科の学習を通して自分
の考えをもつだけではなく、友達との交
流や話し合いを通して考えを深めるこ
とができる児童の育成を目指し、授業研
究に取り組んでいきます。考えを深める
ことで、新たな課題に挑戦する力をつけ
ていってほしいです。 
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スクールサポート大四の紹介 
 学校と地域とのパイプ役となって、学校の教育
活動を支援してくださいます。 
よろしくお願いいたします。 

 
 会長              德田 希海 様 
副会長            東海林 仁 様 
コーディネーター  吉原 有美 様 
コーディネーター  市村 美穂子 様 


